


はじめに

　私が高橋彩子さん （以下：高橋） のバッチに出会ったのは、 友人にすすめられて見た instagram だっ

た。 画面に映るバッチを見た時 「まるで美しい彫刻作品のようだ」 と感じ、 更新される投稿を楽しみに

待つようになった。 二つ以上の国や地域の素材で作られる “ アッチコッチバッチ “は、 見ることで想像

上の旅にでかけることができた。

　コロナ禍によって、 海外はおろか国内の移動もままならなくなる事態が続くからこそ、 金沢市民芸術村

アート工房を会場に、 “ アッチコッチバッチ “ の旅を企画したいと考えるようになった。

　はじめて金沢市民芸術村の下見に来た時、 会場のあまりの広さに驚く高橋に、 ここで展示をしていた

だけないかと依頼をした。 「私のバッチのサイズを知っていますか？この会場を埋めるのに、 いったい何

千個バッチを作ればいいのでしょうか。」 と言葉が返ってきて、 その場での快諾は得られなかった。

　その後、 幾度か連絡を取り、 2021 年 12 月に企画のひとつであるワークショップの試作品をもって、

横浜のアトリエに伺った。 高橋はその段ボールでできたバッチを面白がり、 そこから本格的に企画の方

向性を共有することができ、 本展覧会が動き出した。 搬入日、 高橋の最終的な展示プランがぎっしりと

書き込まれた用紙をみて、 今日からの 12 日間、 想像を越える旅がまっていそうだと胸が熱くなった。

　会場内をアッチ （作品コーナー／見る！体感する！） と、 コッチ （手仕事コーナー／つくる！） の二

つの空間で構成した。

アッチ （作品コーナー）

　“ アッチコッチバッチ ” を軸に、 高橋の旅の視点を体感するような展示となった。

モニターから流れる旅の記録写真を通りすぎると、 力強いタイポグラフのタイトルが目にはいる。 そこか

ら最初に出会うのが、 メキシコ、ウズベキスタン、インド、 タイなど世界各国の布が吊るしてある 《布の森》

だ。 布に施された刺繍や装飾から、 作った人の癖や温もりを感じとることができ、 見知らぬ異国の誰か

を想像した。 布が軽やかにゆれる様子に国境はなく、 まるで国々が手をとりあっているようだった。 中段

壁面には、 バッチのつくり方かが書き込まれた 《バッチの脳内》 が展示された。 手書き文字の熱量に

圧倒されながら、 まるで標本とも図鑑ともとれるこの展示を、 熱心に見入る鑑賞者が多かった。 階段に

は人気作品 “ アッチコッチバッチ ” を一点一点丁寧に展示台に設置した。 バッチの堂々とした佇まいは

まるで生き物のようで、 個性あるバッチ同士がおしゃべりを楽しみながら鑑賞者を出迎えたようであった。

最上段の壁面には、 プロジェクターで拡大したバッチを投影した。 バッチと人間のサイズが反転すること

で、 バッチに人間が装飾品として身につけられているような不思議な体感がうまれた。 鑑賞者は、 旅の

最終地点から熱気に包まれた会場全体を眺め、 そして帰路へと歩みをすすめる。

コッチ（手仕事コーナー）

　高橋による滞在制作と、アートアンツによるワークショップを開催した。

　滞在制作では、横幅約8mの白い壁面にバッチや布を縫い合わせて《布マップ》の制作をした。日々

変化する作品を前に、鑑賞者と高橋との交流がうまれた。当初の予定より滞在制作日を 2日、延

長を希望してくれた気持ちの変化が、私達サポートする側にとっても嬉しいサプライズとなった。

　バッチをプリントした紙を段ボールにはり、布や装飾品をコラージュして作る《段ボールバッチ》

は、参加者の制作意欲を掻き立てた。高橋のもとへ、完成したバッチと国名の書かれたカードを持っ

ていくと、布の原産国を知ることができた。高橋と話し原産国を知ることは、段ボールバッチを

世界旅行で手にいれた宝物に変身させた。

　一つの会場にさまざまな企画を組み込んだことによって、例えるならば、旅行先の市場に訪れ

たような感覚で、来場者はそれぞれの好みや関わり方で本展覧会を堪能した。

おわりに

　高橋もそうであるように、作家の多くは自分ひとりで作品をつくっている。ただ、企画を作る

ときは想いを共にした人が関わることで、ひとりではできない何かが生まれることがある。まさ

に本企画はそうだったと実感する。チャーミングな人柄とバッチにかける情熱が、多くの人の心

を動かし、人から人へと伝わり、641 人という来場者それぞれの想いで賑わい、今までに感じたこ

とがないほど充実した企画となった。

最後に高橋が残した言葉を、ここに書いて文末とする。

「いつもは、バッチが私をこの場所に連れてきてくれていると思っていたが、

　今回初めて、私がバッチをこの場所に連れて来ることができた。と思えた。」

この言葉は、私達にとって最高の褒め言葉である。と同時にバッチとの関係性に変化がうまれた

高橋が、この先どんな旅を続けるのか、ますます目が離せなくなった。きっと、高橋とバッチは

私達をみたことのない旅路へと連れて行ってくれることだろう。

モンデンエミコ（金沢市民芸術村アート工房ディレクタ−）









《布の森》 2022



《バッチの脳内》 2022



《バッチの脳内》 2022 （部分）

《アッチコッチバッチ》

《アッチコッチバッチを体感する》 2022



滞在制作 《布マップ》 2022



左上 ：旅の記録写真映像

左中 ・下 ：滞在制作の様子

右 ：会場の様子



▶ワークショップ　　

アートアンツ × 高橋彩子

 「“ 段ボールバッチ ” を作ろう！」









　今日も今展示を楽しみにして来られた方はもちろん、 お散歩コースのちょっとした寄り道など、

様々な方が展示に足を運んでくださいました。

　世界の民族衣装や装飾品、 それぞれのカケラを組み合わせたり、 ほぐしたり、 ぬがせたり、

重ねたり、 巻き直しながら作られたアッチコッチバッチ。

　中でも私が好きなバッチは、 ギャザースカートを糸の状態までほぐし、 作られたこのバッチ。

よーく観察すると糸が細かく、 ちりちり波打っていて、 とても可愛い。 布をほどいたらこんな風

に織られていた跡が糸に残るんだな～‥。

一枚の布がまったく違う形で生まれて変わるなんて本当に不思議です。

　ただ、 形が変わっても真っ白な 0 から生まれ変わるのではなく、 たくさん触られた布の匂いや

くたっと感がちゃんと残っており、 人の気配や時間の厚みをたくさん感じる事が出来ます。

　なかなか言葉では伝えきれない魅力があるので、 是非会場まで観に来てください！

（あっちも 2022.3.24)

　作品の一つひとつの素材が、 布であるが故か来館者は女性が多いです。 男性のほとんどの

方は一周されると、 手持ちぶさな様子ですが、 女性の方は少なくても 10 分以上鑑賞されてい

ます。 今までの作品展示会では、なかったように思います。 お勧めの作品は、個別ではなくて、

布一枚いちまいの文化が集まった異文化の集合態、 すなわち異文化コミュニケーションであり、

展示作品すべてがひとつの表現と思います。

(kawai 2022.3.24)

滞在制作日記

アートアンツが、

12 日間の様子を、

note にレポートした。

鑑賞者の感想

・ さまざまな国の布が気持ち良

さそうに揺れていて、 現実の世

界も戦争のない平和な世界であ

ればいいのにと思った。

・ 異国に来れた気持ちになりま

した。

・ 会場全体から作家やバッチ、

布を作った人の熱量を感じるよう

な熱い展示でした。

・ 作家が実際につくっているとこ

ろを見ることができ、 トークでは

バッチへの想いなど生の声をき

くことができファンになりました。

・ こどもが作ったバッチ、 素敵

だし絶対に飾ります！

・ 見てふれて作れて、 素晴らし

いバランスで満喫しました。 とて

もいい企画ですね。 友人にも

おすすめします。




